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　今回の研修については急性期病院の話が中心となり、かつ熊本市内における救急病院のあり方を

講義された時点で、かなり研修の題目と違う事に多少の驚きを感じながらも受講しました。

今日、医療界は医療制度改革及び医療費の大幅抑制に伴い、今後病院の２～３割は確実に潰れか

ねない時代を迎えている。特に平成１８年４月には医療・介護制度の改正施行と共に診療・介護報

酬の同時改定が予定され、更なる経営の危機が叫ばれている。このような予断を許されないこれか

らの病院経営を万全にするためには、病院の人事体制やマネジメント体制を抜本的に見直し、強化

実践していかなければならない。済生会熊本病院の新しい人事・賃金制度構築と病院改革や経営改

善を学ぶ。

「病院における人事・賃金制度構築と病院改革及び経営改善の実態」

　　講師　：　済生会熊本病院　副院長　　正木　義博　氏

病院の方向性が定まらないと、人事考課・評価は始まらない。病院全体を改革しなければいけない。

　

■医療と取り巻く環境の変化

　　　　・経済構造の変化…長期低経済成長、構造的不況

　　　　・社会環境の変化…少子･高齢化、情報化進展

　　　　・患者意識の変化…病院･医師選択など各種欲求の高まり

　　　　　　　　　　　　安全管理への期待、情報開示

　　

職員全員に病院の状況を正確に伝えているか？職員に病院の今後の方向性を指し示しているか？

　　不安や混乱を除去することや、今後のあり方を具体的な数字で示す。


バランススコアカードへと繋がっていく

· ただし、情報開示には情報の保護もしっかりと管理していかなくてはならない。

　■ビジョン、戦略の策定とその展開







　■現状の問題点の把握

　　　　・経営的問題か？

　　　　・職員の意識か？

　　　　・患者からのクレームか？

　　　　・開業医、他の病院からのクレームか？

　　　　・安全衛生面の問題か？

　　今後のビジョンを明確に提示し、年間の行動計画書（アクションプラン）を作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　実行内容を確認し必ず分析を行う（数値上分析）

　■現在、病院が求められているもの

　　　　・外部社会からの要求への回答

　　　　・患者ニーズへの回答

　　　　・地域医療への貢献

　　　　・経営組織体としての変革

　　　　・職員の要求への回答









問題の認識





内部の諸問題





他医療機関･患者の要求








経営資源の投入





新しい理念･ビジョンの提示





戦略の策定





行動計画書作成





成果分析





業績評価





外部環境の変化





SWOT分析





組織体制の整備


人事制度の改善


人員整備･能力養成





+





職場風土


組織文化の変革





問題点の明確化をはかり、全職員が問題点を理解できるようにする。





病院改革が必要





使命の再認識


目的の再確認


新理念の確立


方針の確定





新ビジョン





医療体制の再構築


経営管理体制の確立


情報資源の活用


職員の活性化





行動計画書の作成





新戦略の策定





組織体制


人員育成


制度･システム





組織文化


職場風土





組織の再構築











